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ら 1,555 点、すなわち患者 1 人あたり 1 か月 346 点増：1 点は 10 円）などがあげられる。
反対にデメリットとしては、看護師の就職希望が大病院志向となり、地方中規模病院の看





国に 10 校程度だったが、2007 年には 158 校へと 15 倍以上にも増えている。 
また、看護師になるためには国家試験に合格する必要があり、その受験資格を得るため
に保健師助産師看護師学校指定規則でカリキュラムが決められている。平成 8 年（1996
年）改正では、総 93 単位（講義 70 単位、演習 23 単位）となっている。大学卒業に必要
な単位を 124 単位としたときに自由裁量で可能な単位は 11 単位ということになる。2007
年 10 月には、カリキュラム改正が行われ、「看護の統合と実践・実習」が新たに付け加え
られ、時代の流れによるニーズからか、在宅看護の単位が増し、総単位数は 97 単位へと
増した 2）。（表 1、2） 
看護基礎教育においてもまた、少子高齢化、医療保険制度の変遷、さらには若者の社会
人基礎力の低下や学力低下などの諸問題を抱えながら、どのような看護師（保健師も含む） 
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表 1 カリキュラム            表 2 2008 年 カリキュラム改正 























































































合計 （９７） 74 ２３
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 1) 臨地実習前の演習 
演習のテーマは「点滴静脈注射の方法」であった。点滴静脈注射に関して、平成 14 年














 教員 2～3 人に対し看
護師役学生 8 人、患者役












表 3 実習にどのように結び付けたいか 
























術への応用 0.8% 安全確認を他の場面に応用する 1 
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研究Ⅰ「研究にチャレンジ」(7 日間)、[2] 研究Ⅱ「文献購読」(5 日間)、[3] 研究Ⅲ「卒
業論文」となっている。本項では、その中の研究Ⅰにおける教員の学生とのかかわりをま
とめた。 




 オリエンテーションとして、研究法入門の講義と KJ 法について講義が行われる。その
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① 各メンバーが、カードにアイディアや考え・意見（1 文づつ）をできるかぎり明確で
具体的な文章で記入する。 
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